
復習シート   ハイレベル生物①  ７回目 

 

第３７問－２ ＤＮＡの複製 

 

問３ 次の文章の空欄(サ～タ)に適する語句を入れよ。 

(エ・ク・コは、前回の問２からのつづき→ エ‐DNA ポリメラーゼ   

ク‐リーディング鎖  コ‐ラギング鎖) 

 

( エ )の基質は( サ )と( シ )であるが、複製開始時には( シ )がない。そ

こで、ＤＮＡの複製は、( ス )のみを基質とする( セ )によって開始され、短い

( ソ )ができる。この( ソ )の( シ )を利用して( エ )が複製を引き継ぐ。こ

の短い( ソ )を( タ )という。このため、( ク )の最初の部分と、( コ )のと

ころどころには( ソ )が挟まることになる。この( ソ )はあとで切り取られ、ＤＮ

Ａと置き換えられる。 

 

   

 

＜第３７問 問３の解答＞ 

問３ 

サ‐ｄヌクレオシド三リン酸  シ‐3´末端   

ス‐ヌクレオシド三リン酸  セ‐DNAプライマーゼ(ＲＮＡポリメラーゼの一種)   

ソ‐ＲＮＡ  タ‐プライマー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３８問 遺伝情報が移動する方向 

 

( ア )とともにＤＮＡの構造を解明した( イ )は、「ＤＮＡが存在する核内にはＲＮ

Ａも存在すること」、「タンパク質を合成するリボソームの周囲にもＲＮＡが多く存在する

こと」から次のように考えた。 

 

 遺伝情報は・・・ 

      ＤＮＡ→ＲＮＡ→タンパク質 

・・・の方向に移動し、この逆はない。 

 

この考え方を( ウ )という。しかし現在では、( エ )は( オ )を持ち、ＲＮＡからＤ

ＮＡを合成していることがわかっている。 

 

 

 

＜第３８問の解答＞ 

ア‐ワトソン  イ‐クリック  ウ‐セントラルドグマ   

エ‐レトロウィルス  オ‐逆転写酵素 

 

☆言葉の意味 

セントラル：中心の 

ドグマ：宗教の教義 

セントラルドグマ：中心教義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３９問 アカパンカビ 

 次の文章を読んで、下の各問いに答えよ。 

 

 その生物が生きるのに最低限必要な物質を含んだ培地を( ア )といい、生物によってそ

の成分は異なっている。たとえばカアカパンカビの最小培地は水・( イ )・( ウ )・ビ

オチン(＝ビタミンＨ)である。ところで、このアカパンカビに紫外線やＸ線を照射すると、

遺伝子に何らかの異常が起きて最小培地では生育できない( エ )株が生じることがある。

この( エ )株の中には、最小培地にアルギニンという物質を加えると生育可能となるもの

があり、このような( エ )株を特に( オ )という。ビードルとテータムはアカパンカビ

の( オ )を使って研究した結果、キ一遺伝子一酵素説を打ち出した。 

 

問１ 上の文章中の空欄(ア～オ)に適する語句を入れよ。 

 

問２ 下線部カに関して、人間の( ア )を作るには、アカパンカビの( ア )に最低でも

なんという物質を加えなくてはならないか。その物質の名称を答えよ。 

 

問３ 下線部キを説明した次の文章中の空欄(ク)に適する語句を入れよ。 

 

   一つの遺伝子は一つの酵素の合成を支配しているという説であるが、現在では一つ

の遺伝子は、酵素も含めた( ク )の合成を支配しているということがわかっているの

で、正しくはない。しかしこの説が発表された１９４５年当時としては画期的な説であ

った。 

 

 

 

＜第３９問の解答＞ 

問１ 

ア‐最小培地  イ・ウ‐糖・無機塩類  エ‐突然変異   

オ‐アルギニン要求性突然変異株 

問２ 

アミノ酸 

問３ 

タンパク質 

 

 

 



第４０問 タンパク質の合成(プチ詳しい) 

 

問 右下の図は細胞内におけるタンパク質の合成の様子を表している。これに関する次の

文章中の空欄に(ア～オ)に適当な語句を入れよ。 

 

遺伝子はタンパク質の設計図であるが、

実際に設計図になっているのは、その遺伝

子を構成するＤＮＡの２本のポリヌクレオ

チドのうちのどちらかである。ここでタン

パク質の設計図になっているポリヌクレオ

チドをセンス鎖、そうでない方をアンチセ

ンス鎖という。タンパク質が合成される際

は、まずそのタンパク質の設計図になって

いる部分がコピーされるが、この過程を

( ア )という。２本のポリヌクレオチド

はその内側で塩基どうしが相補的に

( オ )結合しているが、この結合が外さ

れ、アンチセンス鎖をもとにして、センス

鎖のコピーができる。できたコピーはｍＲ

ＮＡで、これが核の外へ出ていく。 

 核の外に出たｍＲＮＡに( ウ )が結合

する。( ウ )はｍＲＮＡに書いてある設計図のとおりに( エ )をつないでいくが、この

過程を( イ )という。 

 

 

 

＜第４０問の解答＞ 

ア‐転写  イ‐翻訳  ウ‐リボソーム  エ‐アミノ酸  オ‐水素 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４１問 タンパク質の合成(うんと詳しい) 

 次のタンパク質合成に関する次の文章中の空欄(ア～ソ)に適語を入れよ。なお必要であれ

ば下の表を用いよ。 

核内においてＤＮＡの( ア )を鋳型として( イ )されてできたｍＲＮＡは( ウ )

をとおって細胞質に出る。細胞質でｍＲＮＡはリボソームと結合するが、このときリボソー

ムの( エ )が塩基( オ )個

分と結合する。ここに２つのｔＲ

ＮＡがそれぞれアミノ酸を運び、

それら２つのアミノ酸はリボソ

ームの( カ )で( キ )する。

以下に翻訳の過程を示す。 

 

このように遺伝子には、「ＤＮＡセンス鎖の( シ )塩基で１つのアミノ酸を指定する」

ことが繰り返されることで「２０種類のアミノ酸をいくつどういう順に結合させていくか」

が書かれているのである。なお、ＤＮＡセンス鎖の( シ )塩基を( ス )というが、ｍＲ

ＮＡの( ス )を特に( セ )、ｔＲＮＡの( ス )を( ソ )という。 

 

＜第４１問の解答＞ 

ア‐アンチセンス鎖  イ‐転写  ウ‐核膜孔  エ‐小サブユニット  オ‐６  

カ‐大サブユニット  キ‐ペプチド結合  ク‐アラニン 

ケ‐AGA・AGG・AGU・AGC・UCA・UCG  コ‐アラニン  サ‐セリン 

シ‐３  ス‐トリプレット(＝３つ組塩基)  セ‐コドン(＝)遺伝暗号   

ソ‐アンチコドン 


